
聖者は加来様にまします

USぽ一とげ

このように弁栄聖者は、まさしく現代の釈尊であり、生仏であられたわけで

ある。
生仏という言葉は、
世間一般にもよく使われる言葉であるが、
聖者を生

仏様という場合は、
決して言葉の乱用ではないゆえんを 、
戒浄土人は、
次のよ

うに述べておられる。

生仏様という言葉は乱用されています 。
しかし 、
弁栄上人様を生仏様と

申し上げるのは乱用された意味のものではありません 。ゴウツクパリ中の



(U)
「

自
然
教・
超
自然
教
と
円

具
教」
四・
観
照二
七
号。

(ロ)「
礼
拝
儀
講
話」・
全
集
上
巻

二
五
頁。

ゴウツクパリの私が弁栄上人様に頭を下げるのはよくよくのことであり

ます。
また、
次のようにお述べになっている。

日本では生仏様という言葉は乱用されています。
道徳上の行いが堅固ぐ

らいのことでは、
それも必要ではありますが、
生仏様には断じて価しませ

ん 。
知来様と同様のお智慧 、
お慈悲が頂けねばなりません。
弁栄上人様は

文字通り生知来であらせられ、
正確な伝記を通して見得る釈尊と同じ御力

を具えておられました。
故に私共は弁栄上人様を現代の釈尊と何がざるを

得ません。

2 

また、
聖者がまさしく知来様にましましたことについて、
上人は、
次のよう

な話をされたこともある。

弁栄上人様は「自分は仏だ」と、
おっしゃったことは一度もありません。

しかし 、
私どもを御済度下さるときの御力がまさに四大智慧・大慈悲の御

力であります。弁栄上人様は、ほんとうに言葉通り生知来様でありました。

世間では生知来という言葉が、
しばしば乱用されております。
仏法の精神

からみれば全然かけはなれた趣旨によって生知来という言葉が乱用されて

おります 。
しかし 、
弁栄上人様は、
四大智慧豊かに成就しておられて、
三



大
正
八
年
十月 、
弁
栄
聖
者が

佐々
木
為
輿
師
随
行に
て
藤
本
師

御
自
坊に
御
巡
錫
の
時 、寸
藤
本
師

は
宗
乗
学
者で
あ
るか
ら 、
前
座

のお
話
は
柔
く」
と
為
輿
師に
御

注
意に
なっ
た。
そ
の
藤
本師
は

光
明
主
義に
入
信
後 、
よ
く

宗
乗

を
光
明
主
義に
よっ
て
現
代
的
に

生か
さ
れ
た。
ま
た
戦
後浄
土
宗

勧
学と
な
ら
れ
て
か
ら
も
「

五
重

相
伝
も
従
来
の
ま
ま
で
は
い
け

ぬ。
改
革
し
な
け
れ
ば」
と
さ
れ、

師
の五
重
勧
誠の
あ
る
所、
そ
れ

を
起
点に
し
て
光
明
会
が
各
地に

結
成
さ
れ
て
行っ
た。(
光
明大
系

「
お
慈
悲のた
よ
り」
上
二
四
四

参
照)

(
日)
「

聖
者
は
正
し
く
如
来
様に

在
し
た」・
光
明二
三二
号 。

M)
全
集
上
巻五
八
四
頁 。

身
の
方
す
な
わ
ち
法
身
報
身
応
身
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
し
た 。
こ
う
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い

藤本浄本師

ま
し
た 。
越
後
の
あ
る
奥
様
の
御
宅
に
弁
栄
上
人
様
数
日
御
滞
在
遊
ば
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す 。
御
出
立
に
汽
車
を
お
見
送
り
し 、
弁
栄
上
人
の
御
顔
を
拝
し
ま
す
と 、
如

来
様
の
お
相
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た 。
こ
の
こ
と
を
弁
栄
上
人
様
に
申
し
上
げ
ま
す

と 、
「

決
し
て
そ
れ
を
人
に
い
う
で
な
い
ぞ」
と 、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た 。
心
の
眼
開

け
た
人
に
と
っ
て
は 、
実
に
弁
栄
上
人
様
は 、
知
来
様
で
あ
り
ま
す 。

藤
本
上
人
が
御
自
坊
で
五
日
間 、
弁
栄
上
人
様
に
お
願
い
し
て
お
別
時
を
な
す
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す 。
駅
に
お
迎
え
に
出
ら
れ
ま
し
た
が 、
そ
の
前
に一
度
も
お
会
い
申

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で 、
ど
ん
な
お
方
か
御
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

3 

が 、
汽
車
が
着
い
て
車
か
ら
お
坊
さ
ん
が
出
て
こ
ら
れ
ま
し
た 。
そ
の
周
囲
が
光
明
赫

灼
と
し
て
お
り
ま
す 。
そ
れ
で
藤
本
上
人
は 、
こ
れ
が
ま
さ
し
く
弁
栄
上
人
で
あ
る
と 、

知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す 。
心
の
眼
開
け
た
人
に
と
っ
て
は 、
弁

(日)

栄
上
人
様
は 、
光
明
赫
灼
と
し
て
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す 。

認践的一切智と
観念的一切智

上
人
は 、
「

五
眼
に
つ
い
d」
の
中
で 、
聖
者
は 、
明
治
十
五
年
(
配
断)
に
は
仏
眼
の
境
界



(
日)
上
人
は 、
こ
のこ
と
につ
い

て 、
泉
虎一
氏
の
釈
尊
と
聖
者
の

三
味
の
差
につ
い
て
の
質
問に
対

す
る
答え
の
中で 、
述べ
て
お
ら

れ
る(
全
集
中
巻一
一
三
頁
参

照)。
(
日)
「

成
仏
の
中
心
道
を
直
進

す
る
上
で
核心
と
な
り
急
所
と
な

る
も
の、
自
行
化
他
の
道
におい

て
尊く
価
値
あ
る
も
の、
一
切
の

衆生
を
中
心
道に
導
く
対
機
説
法

で
有
効
適
切
な
も
の、
お
互い
の

心
を
明
る
く
清
く
楽
し
く
豊か
に

す
る
も
の」

(幻)
「一

番い
い
道
よ
り
そ
れ

た
も
の、
有
効
適
切
で
ない
も
の、

そ
ん
な
事を
三
昧
直
観
し
て
も
あ

ま
り
価
値
の
ない
も
の」

に
達
せ
ら
れ
た 、

(時)

と
述
べ
て
お
ら
れ
る 。

身
口
意
の
動
作 、
と
く
に
心
を
働
か
し
て
こ
と
さ
ら
に
努
力
し
な
く
て
も 、
ひ
と
り
で
に

事
が
で
き
る
こ
と
を
任
運
と
か
無
功
用
と
い
う 。
そ
の
反
対
は
有
功
用
で
あ
る 。
上
人
は
大

円
鏡
智
に
お
け
る
「

功
用
と
無
功
用」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
る 。

仏
の
完
全
な
大
円
鏡
智
は 、
特
別
に
意
志
を
働
か
さ
な
く
て
も 、
肉
眼
と
い
つ
も
同

一
時
に
活
動
し
て
い
る 。
認
識
的一
切
智
を
実
現
し
て
い
ら
れ
る
仏
は
大
円
鏡
智
で
字

宙
の一
切
を
任
運
自
在
に
感
じ
て
い
ら
れ
る 。

か
よ
う
に
申
し
ま
し
で
も 、
宇
宙
の一
切
の
中
で
そ
の
時
そ
の
時
に
「

噂

い
も
の 、
価
値
の
高
い
も
の 、
意
味
の
深
い
も
の」
だ
け
を
朗
朗
と
任
運
自
在
に
感
じ

し
か
し 、

4 

て
お
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て 、
「

中
心
点
を
そ
れ
た
も
の 、
核
心
を
は
ず
れ
た
も
の 、
価
値

の
な
い
も
の 、
深
い
意
義
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の」
ま
で
も
朗
朗
と
感
じ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん 。
そ
の
よ
う
な
深
い
意
義
の
な
い
も
の
ま
で
も
朗
朗
と
感
じ
て
お

ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば 、
真
実
の
仏
の
円
満
な
認
識
的一
切
智
で
は
あ
り
ま
せ
ん 。

弁
栄
上
人
は
三
身
四
智
の
仏
眼
で
大
ミ
オ
ヤ
の
大
円
鏡
智
と
し
か
と
合一
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
の
で 、
大
ミ
オ
ヤ
の
大
円
鏡
智
の
作
用
に
よ
っ
て 、
観
念
的一
切
智
の
状
態

で
特
に
注
意
し
な
く
て
も 、
そ
の
時
そ
の
時
に
寸

意
義
あ
る
も
の」
だ
け
が
任
運
自
在

に
弁
栄
上
人
の
御
心
に
う
つ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た 。
絶
対
積
極
的
能
動
的



(路)
全
集上
巻
六一
七
頁 、
お

よ
び「
佐々
木
為
輿
上
人
遺
文
集L

二
三
四・
七三
三
頁
参
照。

(川口)
全
集下
巻
六
六三
頁 。

(初)
向
上
六
八
七
頁。

な
任
運
無
功
用
の
境
界
で
あ
り
ま
ず
か
ら 、
注
意
し
な
く
て
も
「

仏
心
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の 、
自
他
の
仏
道
修
行
上
で
価
値
あ
る
も
の 、
そ
の
時
そ
の
時
に
相
応
し
た
意
義
あ

Uねん

る
も
の」
だ
け
が 、
大
ミ
オ
ヤ
の
御
心
の
ま
ま
に
自
然
に
弁
栄
上
人
の
御
心
の
中
に
う

つ
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た 。
大
正
四
年 、
越
後
相
崎
の
極
楽
寺
の
奥

様
や 、
御
随
行
中
の
大
谷
仙
界 、
佐
々
木
為
輿
上
人
の
御
心
の
悩
み
や
疑
問
を
直
観
せ

ら
れ
た
の
も
弁
栄
上
人
の
こ
の
御
境
界
で
あ
り
ま
し
た 。

超一流の宗
乗学者

5 

戒
浄
土
人
が
弁
栄
聖
者
を
現
代
の
釈
尊
と
し
て
崇
敬
せ
ら
れ
た
こ
と
は
上
述
の
ご
と
く
で

あ
る
が 、
上
人
に
と
っ
て
聖
者
は
ま
た
宗
祖
法
然
上
人
の
再
来
で
も
あ
ら
れ
た 。
こ
の
こ
と

は 、
上
人
の
菱
田
隆
道
師
宛
大
正
十
五
年
五
月
四
日
付
書
簡
中
に 、

二
祖
上
人
の
御
光
に
由
て
『

選
択
集』
及
び
御
道
詠
を
拝
し
て
伺
ひ
奉
る
を
得
た
る
元

祖
様
の
正
し
く

御
再
来
と
弁
栄
上
人
を
奉ν
信
居
り

候
次
第
に
御
座
候 。

と 、
あ
る
の
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る 。
ま
た 、
菱
田
師
宛
昭
和
九
年
十
二
月
七
日

付
書
簡
中
に
も 、

弁
栄
上
人
ハ
宗
乗
の
学
者
と
し
て
も
真
と
に
抜
群 、
超一
流
に
在
ら
せ
ら
れ
候
事
を
泰



驚
歎
外
無
之
候 。

と
あ
る
よ
う
に 、
聖
者
は
す
ぐ
れ
た
宗
乗
学
者
で
も
あ
ら
れ
た 。

な
お 、
こ
の
点
に
つ
い
て
浄
光
師
は 、
「

父
の
思
い
出」
(一
八)
の
中
に 、
晩
年
の
上
人
が

常
に
感
慨
深
げ
に
語
ら
れ
た
言
葉
と
し
て 、
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
る 。

ど
う
も
弁
栄
上
人
は 、
宗
乗
学
者
と
し
て
も
超一
流 、
断
然一
頭
地
を
抜
い
て
お
ら

れ
た
ね 。
上
人
は
従
来
の
宗
乗
学
者
が
絶
え
て
気
が
つ
か
な
か
っ
た
点
を 、
明
ら
か
に

し
て
下
さ
っ
た 。
「

宗
祖
の
皮
髄」
を
注
意
し
て
拝
読
す
る
と 、
あ
の
中
で
上
人
は
「

安

心
起
行
の
形
式」
と
「

起
行
の
用
心」
と
を
判
然
分
け
て
お
説
き
に
な
り 、
過
去
数
百

年
聞
に
お
け
る 、
宗
乗
学
上
の一
大
疑
雲
を
物
の
見
事
に
晴
ら
し
て
下
さ
っ
た
の
だ 。

6 

由
来
わ
が
宗
を
鎮
西
流
と
い
う 。
元
祖
大
師
の
正
統
を
伝
受
遊
ば
さ
れ
た
鎮
西
上
人

が 、
徹
選
択
集・
西
宗
要
等
に
お
い
て 、
あ
れ
程
強
調
し
て
下
さ
っ
た
「

見
仏
義」
を 、

伝
統
宗
乗
は
す
っ
か
り
忘
れ
去
っ
て
了
っ
て
い
る
有
様
で
あ
る 。
つ
ま
り
わ
が
宗
に
お

い
て 、
念
仏
三
昧
を
発
得
し
て
知
来
様
に
お
遇
い
申
す
と
い
う
こ
と
は
最
も
肝
要
事
で

あ
る
に
拘
ら
ず 、
従
来
の
学
者一
人
と
し
て
そ
の
大
切
な
所
以
に
説
き
及
ば
ず 、
否
む

し
ろ
こ
れ
程
重
要
な
事
柄
を
宗
学
か
ら
除
外
し 、
こ
れ
を
蔽
い
隠
そ
う
と
ま
で
し
て
い

る 。
:::

そ
ん
な
こ
と
な
ら 、
伺
も
鎮
西
上
人
を
流
祖
と
何
ぐ
に
は
当
る
ま
い 。

こ
れ
は
結
局 、
二一
心・
四
修・
五
正
行
は
「

安
心
起
行
の
形
式」
で
あ
り 、
平
生
・



『
宗
祖の
皮
髄」
初
版
本
表
紙

(幻)
当
時 、
教
学
部
長は 、
竹石

耕
普
師で
あっ
た
が 、
総
回
師は 、

教
学
課
長
と
し
て
学
校
関
係 、
講

習会
の
講
師
選
定
等の
実
務に
あ

たっ
て
お
ら
れた 。

別時・臨終を通じ 、
見仏想に住して不退に念仏する、
即ち知来様の慈悲の

みか省
おも

聖容を念いお慕い申して行住坐臥に口称の一行を励むことは、
われわれが

正しく念仏の行を修するときの心構え、
即ち「起行の用心」として絶対的

に重要であるということの分別が明らかでなかったために残された疑問で

あったのである。

然るに上人は、
この両者の関係を判然示され、
徹底的に見仏義
ll如来

を見奉ることの大切なこと
ーーをお教え下さった。

実に上人の眼光は、
紙背に徹しておられたノ

7 

「宗祖の皮髄」

右の文中にみえる弁栄聖者の「宗祖の皮髄」については、
次のようないきさ

つがある。
聖者に帰依せられて後の上人は、
元来 、
謙譲なお方であったけれど

すいばん

も 、
ますますへりくだって、
機会あるごとに聖者を推戟せられたようである。

に 大先 正
立 五ち 年
浄宗五
土)

客 六

議 尺
f'Jr 背教 議

言 自
妻 儀

屋 Z
員 三
了 薮師 学問高
夫 書に ..6.講 哀
智 嗣
"- ず"‘

箆 h
由 た
7 ; 耳 、たg 開。 催

上人は、「私はその器ではないから、
その代りに聖者弁栄上人を」と、
返事して



(幻)「
宗
祖
の
皮
髄」
に
関
し
て

は 、
田
中
木
叉
先生
蕃「
日
本
の

光(
弁
栄上
人
伝)」
三
八
六
頁以

下 、
土
屋
観
道
師法
話
集
「

大
悲

に
生
き
る」
一
八
四
l一

九
O
頁

な
ど
に
詳しい 。
な
お 、
大
光
明

九
六
号
に
は 、
荻
野
円
戒
師
の「
聖

者
『宗

祖
の
皮髄』
御
講
話
の
因

縁と
笹
本上
人
の
御
謙
譲」(
本
書

「
上
人
を
め
ぐ
る
人々
付」
に
所

収)
と
題
す
る一
文が
載っ
て
お

り 、
参
考
に
な
る 。

(お)
全
集上
巻一
O八
頁 。

おられる。
松田師はかねてより聖者に心服しておられたので、
上人のお言葉ど

おり聖者を講師とする旨 、
知恩院に通知された。
知恩院では、
聖者を異安心と

目する者があって、
講師とすることにつき異論があったが、
結局 、
異安心かど

うか話を聞いてみよう、
ということになった。
ところが聖者のお話は、
多くの

聴衆に実に深い感銘を与えて無事に終ったのである。
講話はまとめられて、
同

年十二月京都一音社より寸宗祖の皮髄」と題し出版された。聖者の法然上人観

を示す貴重な文献である。
因みに、
上人の「礼拝犠講話」によれば 、寸宗祖の皮

髄」が出版された頃 、
聖者が上人のお寺(慶運寺)においでになり、
聖者が上人

所持の寸宗祖の皮髄」
巻頭の聖者自画自賛の「親縁の図」の裏面に、

8 

或禅禍云ク仏本来在ニ我方寸中-
何求ニ西方十万億彼岸-
今日ク浄門意

念エ齢他仏-作ニ齢自仏-
所念弥高速ナレハ能念心随高速
一心念ν仏即是

心作ν仏
若得ニ三昧-是心是仏

(
あ
る
樽納云
く 、
仏
本
来
我方
寸
の
中
に
在
り 。
何
ぞ
西
方
十
万
億
の
彼
岸
に
求め
ん
や 。

今は
日
く 、

浄
門
の
意は
他
仏
を
念
じ
て
自
仏
を
作
る 。
所
念い
よい
よ
高
速な
れ
ば 、
能
念

の
心
し
た
がっ
て
高
速 。
了
心
に
仏を
念ず
れ
ば
即ち
是
の
心
仏を
作る 。
も
し
三
昧
を
得
れ

ぱ
是
の
心
是れ
仏 。)

念仏者乃心本尊波六十万十万億ノ奥行之堂



弁栄聖者御筆「或禅納云ク云々J、 戒浄上人御所持の
「宗祖の皮髄」 巻 頭に記さ れた も の。 (償浜 慶運寺
蔵)

9 



(M)
全
集
下
巻六
六一
頁。

(
お)
或
禅
禍
云
ク云
々
の句の
意

味
につ
い
て
は 、
「

礼
拝
儀
講
話」

(
全
集上
巻一
O八
頁
以
下)
を 、

ま
た、
聖
者が
右
の
句を
書き
記

し
て
下
さっ
た
「

宗
祖
の
皮
髄」 、

い
わ
ゆ
る 、
戒
浄土
人
相
伝
本
に

つ
い
て
は 、
光
明
会
本部
聖
堂
発

行
「

宗
祖
の
皮
髄」
後
記
を 、
そ

れ
ぞ
れ
参
照
し
て
い
た
だ
ぎ
た

い。
しか
し 、
こ
こ
で
念
のた
め

再
説
し
て
お
き
たい
のは 、
弁
栄

聖
者は
念
弥
陀三
昧に
よっ
て
円

満な
仏
眼を
得る
のが
大
乗
釈
尊

の
真
精
神で
あっ
て 、
他
の
大
小

乗
の教
は
成
仏
の
中
心
道 、
直
線

道
の
真
理
を
示す
た
め
の
方
便
で

ある
旨 、
お
示し
に
なっ
てい
ら

れ
る。(
光
明大
系『
光
明の
生
活』

四
版=一
O八
頁 、
三
O九
頁そ
の

他)
従っ
て
こ
の
大
乗
釈
尊
の
真

精
神を
私
共
に
お
教
え下
さ
る
の

が
聖
者
の
根
本
精
神で
あっ
て 、

又
御
自
身
の
信
念と
同一
線上
に

い
らっ
しゃ
るか
ら
導
空二
祖
の

真
精
神を
伝え
る
と
お
示
し下
さ

っ
た
とい
うこ
と
で
ある。「
宗
祖

の
皮髄」
の
本
説
に
「

第
て
永

遠
に
輝く
霊
的
人
格」
と
し
て
宗

祖
法
然上
人、「
第二 、
教祖
霊
的

ワガミ忠トケノ

定モ

ウツロヘテ

我美保止計農慈悲乃面入留日乃加多仁映津呂辺天

ミスガタヲ方モ念へパ

ケリ

照留美須賀太乎思保辺婆霊感極里奈加利売

という話がみえている。
なお 、
右の句は、
上人の菱田

隆道師宛大正十三年九月十三日付書簡にも引用されているが、
文中に、

と、
書いて下さった、

「或ル禅柄」とは六祖懇能師を申されたる事聖者より承はり候ひき

と、
記しておられる。ともかく、
上人が聖者の法然上人観として「宗祖の皮

髄」
を 、
大切に取扱い、
まま たた

後 眼で 光触 紙れ 背る にで 徹あ しろ( てうを い。 られた
とは
想像
難く

ない。この点については、

10 

自坊への招待

聖者に帰依せられた上人は、
横浜の自坊 、
慶運寺に毎月一回くらいの割で聖

者を招待され、
御自身 、
み教えを受けられるとともに、
集会を開いて、
多くの

人々
にも聖者の法話を聞かせておられる。このことについて、
当時まだ幼なか

った浄光師は、
思い出を 、
次のように綴っておられる。

上人を自坊に御招待申し上げたときなどは、
皆に「上人は実に現代の釈

尊でましますから、いやしくも勿体ない振舞なきように」といって、
父自



人
格の
実
質」
と
し
て
教
祖
釈
尊

につ
い
て
述べ
ら
れ
てい
る
のは

そ
の
た
め
で
あ
る。

尚
御霊
示
中の
文「
所
念
弥
高

速ナレハ
能
念
心
随
高
速」
につ

い
て 、
上
人
は
「

か
か
るこ
と
は

三
身
四
智の生
き
如
来
様で
な凶り

れ
ば
廟・
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
ま

す」
と
述べ
ら
れ
た
つ
大
光
明」

ニ
O
号
参
照)。

弁
栄
町車
者
職
影(
大
正
八
年
三
月

勢至
堂
山
亭
に
て 、「
弁
栄
聖
者
御

写
真
帳」
所
収)

らはほとんど御居間にあてた離れに入り切りであった。
そのため母など勝

手元にでも万一不注意があってはならぬと、
ほとんどそれのみに掛り切っ

て 、
ろくろく御法話を拝聴する暇もなかったという。
当時 、
私はまだよう

ゃく学齢に達するか達しない頃であったために、
上人の御法話等について

は、
さらに記憶もない。
ただ二 、
三の印象をたどってみるならば 、
上人が

お出でになると、
父はきまって風月堂から銀紙に包んだ大きな
菓||甘く

煮て 、
さらにお砂糖をふりかけであった
||これは、

上人が一番お気に召

したといっては求めてくる。
実は私どもチピ連中もこれが大好き 、
毎朝|

ー時には寝間着のままで
||御挨拶に行つては、

手を合せてこれを上人様

1 1  

から頂戴するのが何より楽しみだった。こんな年噴のことであったから、

この栗を頂戴する場面は、
余程うれしかったものとみえて今でも思い出し

得るが、
上人様の御相好がいかようで在ましたか 、
そのときどんなお話を

して下さったかは全く覚えていない。
まことに不心得な人間であると、
今

更漸憶に堪えない。
しかし、
上人様のお声 、
殊にお話の合間々
に々もらさ

れた称名のお声が、
何か深い洞の中から渉み出てくるような荘重な響きを

もっておられたことと、
姉や女中がお側へ出たときに、
私どもの前世の因

縁についてお話下さったことを 、
小さいときから読み聞かされた「仏様の



お)
甲
斐
静
也
師著 。

幻)「
父
の
思い
出」
九 。

お話」に出てくる釈尊の御説話を連想して、
深い感銘を覚えたことは忘れ

ない。
学校に入るようになってからは、
上人がみえるたびに、
父は半紙を

四つ切りにして、
それに筆で御案内文をしたため 、
その後に雲形をした慶

雲板形の慶運考の判

運寺の判を捺したものを 、
何枚ずっか有縁の方々
に配布するを常とした。

私はいつもその中の一枚をもって、
当時の校長本多恵学先生にお届けする

ことが、
何か非常な光栄のように感ぜられてならなかった。
たしか「人生

の帰趣」の草稿は、
この青木小学校における上人の御講演の速記に基づく

ものと聞いている。夜になると庫裡の客聞に沢山の人が集まってこられる。

この方々
の中に交って、
私どもも小さいときから暗請の礼拝儀を声高らか

1 2  

に唱える。
そのあとで、
上人は、
机の上に踏台をおき 、
それによせかけた

急造の黒板に文字や図を書いて御説法をなされた。

また、
上人は、
慶運寺へお泊りになった際の聖者の印象を 、
特に礼拝儀の請

み方などについて、
次のように述懐しておられる。

弁栄上人様が私の寺へよく一日 、
二日あるいは一週間くらいお泊りにな

ることがありました。
朝 、
私がお伴をして礼拝しました。
その時 、
礼拝儀

をお調みになるお声がおごそかで、
特に威神光明最尊第一にして、
と仰せ

らるるとき「威神」というお声が大宇宙の中心そのものより出てくるよう



(
錦)寸
聖
者
の
悌」・
光
明二
四
四

号。
弁
栄
聖
者
御
指
導
の
勢
歪
堂
別
時

念
仏
三
昧
会
(
大
正
九
年
十
月)

なお声で、
非常におごそかでありがたいと感じました。
また、
礼拝儀を謂

む時間も 、
今 、
地方によって違っています。
諦むのに三十分も四十分もか

かっているという工合です。
けれども上人様は、
大変短かい時間でお諦み

になりました。

讃歌などお歌いになるとき 、
あまり上手でなかったという人もあります

が、
しかし、
歎徳章は、
上人様ほどに厳粛にお諦みになる方は一人もあり

ません。
歎徳章の読み方については、
弁栄上人は、
感じを生かすために随

分御苦心になったそうであります。
上人様は、
よく四本の指をつまぐんで

口の中へお入れになり、

1 3  

そのくらいの口をあけて、
腹の底より出る声で申

すようにと、
御懇ろにお教え下さいました。
もとはお伴する方が少なかっ

たものですから、
背後におってもよく厳粛なお上人様のお声が拝聴できま

なりまし( そた� の後
人
数が
ふえまして

したが、

はっきりとお聞きすることができな

聖者晩年の別時念仏会

上人は、聖者御指導の別時念仏会などには、万難を排して参加されたようで、



戒
浄
土
人
噂
影
(
大
正
十
年
五
月

写 、

横
浜

慶
運
寺
蔵)

大切な法話が行なわれるをきには、
聖者の方から出席するようにとのお招きが

あった、
という。
上人が参加された別時念仏会等の年次・場所など 、
その詳細

は明らかでないが、
聖者晩年の別時会には、
特につとめて参加されたようであ

る京都知恩院勢至堂では大正六年(mr
E枇)より毎年三月一日より一週間 、別時

念仏会が聞かれ、上人は随喜してこれに参加 。聖者御遷化の前年大正八年(一川)

には、
聖者は七覚支の法話をされた。この会には、
吉岡性空・浅井法順・井上

隆森・土屋観道の諸師も参加されたが、
休憩時間中には、
戒浄土人と土屋観道

師を 、
それぞれ中心とするグループが出来 、
両師を通じて聖者の広大な徳が讃

14 

歎されたので、
結衆一同の感激 、
まことに深いものがあった、
という。
また、

つづいて四月には、
聖者は、
新潟県長岡等に巡錫されたが、
上人も随行してお

られる。
また、
六月三十六日より福岡県直方の随専寺で聞かれた教区講習会で

は、
上人が二日間の前講をつとめ 、
あとをうけて聖者は三日間 、
七覚支につい

て講述された。ついで十月には、
十六日より二十日まで五日間 、
広島県二十日

市潮音寺で、
聖者御指導の別時念仏会が聞かれた。この会は、
佐々
木為輿師の

主催で、
中国の熊野宗純・藤本浄本 、
九州の丹波円浄・橋爪実誠などの諸師が

参加せられ、
念仏三十七道品につき講話があった。このとき聖者は、
わざわざ



(
鈎)
橋
本
徳
岡
氏
の御
教
示
に
よ

る 。
な
お 、
こ
の
会
が
開か
れ
た

と
き
のい
き
さつ 、
参会
者、
会

の
反
響 、
な
ど
に
つ
い
て
は 、

「
佐々
木
為
輿
上
人
選
文
集L二一一

九
|一

三
二
頁
を
参
照
さ
れ
た

知
恩
院
勢歪
堂
前の
石
段

関東より戒浄上人を呼び寄せておられるが、
すこぶる緊張した別時会であった

らしい。このときの講話について、
後年、
上人は「ただもうありがたくて、
あ

まり筆記するひまがなかった。
佐々
木上人がよく書いておられたようだ」と、

(鈎)

語っておられる。

聖者御遷化の年、
大正九年三月上旬には、
知恩院勢至堂における聖者御指導

の別時念仏会に参加せられたが、
上人はその時 、
聖者の御法話の前座をつとめ

られた。
別時の満願の日に聖者は、
上人に「能礼所礼云云」の句を示し指導され

た。このことにつき上人は、
次のように述懐しておられる。

お別時が終りまして帰りがけ 、
参々
伍々

決岬澱の方に向って勢至堂の石

段を下りて参りました。
私はその時問題を心に持っておりました。これが

15 

お念仏の邪魔になっていました。
すると弁栄上人様がツト私の傍に来られ

ておっしゃって下さいました。「これはシナのある居士が言った言葉である

カま

能礼所
礼性空
寂

感応
道
交難思議

故
我頂
礼無上
尊

と。ここまで坐禅もやらなければ駄目だ」
私はこのお言葉を聞いて、
さ



(鈎)
弁
栄
聖
者
著
「

光
明
主
義玄

義」
一
一
O
頁
参
照。

(
幻)
全
集
下
巻
六
七五
l六

七
六

頁。
礼
帽押
儀
稿
本
を
収
め
た
封
筒

(
横
浜

慶
運
寺
蔵)

(
幻)
礼
拝
儀
の
改
訂
に
つ
い
て

は 、
「

弁
栄上
人
書
簡
集L
八五
l

八
八
頁・
六
四
七
|

六
四
八
頁 、

住
吉
浩
然
氏
稿「
愚
見」
(
新・
大

光
明一
七五
号) 、
杉田
善
孝
師
稿

「
笹
本
上
人
白
夏
夜
話」
四(
光
明

五
六二
号) 、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た

(却}

ら
り
と
問
題
が
解
決
さ
れ
ま
し
た 。

上
人
の
川
島
治
子
様
宛
昭
和
五
年
四
月
十
三
日
付
書
簡
に
は 、
聖
者
御
垂
示
の
右
の
句
が

引
用
さ
れ
て
い
る 。

さ
て 、
大
正
九
年
八
月
に
は 、
十
八
日
よ
り一

週
間 、
長
野
県
唐
沢
山
に
お
け
る
聖
者
御

指
導
の
別
時
念
仏
会
に
参
加
せ
ら
れ
た
が 、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に 、
念
仏
中
に
聖
者
か
ら

「
宗
旨
を
変
え
て
は
い
け
ま
せ
ん」
と
の
御
教
示
が
あ
っ
た 。

九
月
に
聖
者
は 、
御
自
作
の
知
来
光
明
礼
拝
儀
の
語
句
数
か
所
を
改
訂
せ
ら
れ 、
文
法
上

の
是
正
を
上
人
に
委
ね
ら
れ
た 。
こ
れ
に
聖
者
自
ら
さ
ら
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
が 、
御
遷
化

の
翌
年
(
静一)
公
刊
さ礼的。

1 6  

十一
月
に
は 、
新
潟
市
善
導
寺
に
お
い
て
聖
者
御
指
導
の
五
重
相
伝
が
行
な
わ
れ
た
が 、

上
人
は 、
は
る
ば
る
横
浜
よ
り
お
い
で
に
な
り 、
毎
日
熱
心
に
御
勧
誠
を
聴
聞
せ
ら
れ
た 。

実
に
上
人
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
聖
者
の
御
説
法
の
最
後
の
も
の
と
な
っ
た 。

五
重一
週
間
は 、
昼
だ
け
で
夜
は
休
み
で
あ
っ
た
の
で 、
毎
晩 、
韓首
導
寺
の
吉
岡
性
空
・

中
村
弁
康・
大
谷
象
平・
佐
々
木
為
輿
の
諸
師
は
座
談
会
を
聞
き 、
上
人
が
中
心
と
な
っ
て

覚
明
(
わ
か
り)
の
話
を
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た 。



(
お)
田
中
木
叉
先生
作。

深雪の箱崎極楽寺

(
鎚)
上
人
は 、
聖
者
の
御
遷
化
に

直
面し
て 、
た
だい
たず
ら
に
な

げ
き
悲し
ま
れ
る
よ
うなこ
と
は

な
かっ
た。
恒
村
夏
山
氏
は 、
そ

の
頃
の
上
人
を 、
次
の
よ
う
に
詠

聖者御遷化

「弁栄聖者略伝」に、

超えて大正九年吹雪に更くる北越の夜寒身に泌む勧化の旅に、
老いの御

声に尽きぬ如来の御慈悲を伝へて最後の三昧会を木枯悲しき相崎に導かれ、

給ひし十二月四日遷化し給ふ。

と、あるように、聖者は、大正九年(一玩)十二月四日 、新潟県柏崎極楽寺にお

いて御遷化になった。
御年六十二。
戒浄土人はその年、

17 

四十七歳であった。
上

人が聖者御危篤の電報に接し、
幼い令嬢(光子)の病気をそのままに出立された

こと、
また令嬢は、
奇しくも聖者御遷化の前日 、
三日に急性肺炎で亡くなられ

たことなど 、
浄光師の「父の思い出」(九)にみえている。
恩師弁栄聖者は遷化
(鈍}

いかばかりであったろう。

され、
かつ最愛の令嬢を失われた上人の心中は、

遺弟たちの宣誓書

遺弟たちが聖者の首唱せられた光明主義のために献身せんと誓った宣誓書が



ん
で
お
ら
れ
る 。

師父
を
失ひ
し
悲の
中
に
も
落

ちつ
き
給へ
る
笹
本
上
人
の
御

態
度を
拝
し
て

お
のづ
か
ら
聖
意
の
程
の
現
れ

て
心
もか
ろ
し
法
の
師
の
あと

(「
偲ぴ
草」・
大
光
明六
五
号)

(
お)
光
明一
八
四
号・
二
八
四
号

参
照 。
宣
誓
書
は
菅
野
真
定
師よ

り
聖
堂
に
寄贈さ
れ
た。

伝えられている。

弥陀身心遍法界
影現衆生心想中
光明会
(表紙)

故上人ノ唱導セラレシ光明主義ノ為メ万難ヲ排除シ其ノ宣伝ト発展ニ従

事スルコトヲ宣誓ス

大正九年十二月七日

笹本戒浄
熊野宗純

塚田弁応
井上

大谷仙界
佐々
木為輿

吉岡性空

隆森

清崎専成

高橋孝順

松崎俊定

白根澄海
伊藤定祐
大村心定

中山法産
鈴木憲栄

土屋観道

手柴

藤居念常

寵島順故
井上義彰

海この宣誓書は、
佐々
木為興師が熊本県天草郡一町田村崇円寺に伝道の際 、
住
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職の手柴一海師が示されたもので、
奉書に書かれてあり、
日付は、
聖者御密葬

の当日にあたっている。これは佐々
木師が発起でなされたもので、
居合わせた

遺弟たちがこれに署名されると、
大谷仙界師がこれを九州に持ち帰り、
心あた

りを廻状されて、
崇円寺で止まったものと思われる。
なお 、
宣誓書は現在 、
兵

庫県芦屋市光明会本部聖堂に所蔵されている。


